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　本校看護科は、看護に関する専門的な知識・技能を身に付け、地域医療を支える人財の育成を目指します。そし
て、病院での実習や医師等による授業を取り入れたカリキュラムを設定し、看護師国家試験合格及び進路目標達成の
ための充分な力を付けることができるように努めます。
　そこで、看護科入学にあたっては、看護師になりたいという意志があり、目的に向かって自ら学び、その努力を継
続できる生徒を求めます。

一 般 選 抜

次の全ての要件に該当する生徒を求めます。
１ 　基本的な生活習慣が身に付いており、人の命や健康に関心を持ち、看護師になりたいという意志が
ある生徒。
２　基礎学力が身に付いており、目的に向かって自ら学び、その努力を継続できる生徒。
３　相手の話に耳を傾け、自分の考えを適切に表現できる生徒。

特色化選抜
一般選抜の要件に加え、次の要件に該当する生徒を求めます。
１ 　特別活動、部活動等において顕著な実績と意欲があり、入学後も継続して活動しようとする強い意
志がある生徒。
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選抜方法【選抜順序　≲①一般選抜　②特色化選抜≳】 面接及びその他の選抜資料等
一般選抜（募集人員の85％） １　面接

　⑴　面接方法
　　　集団面接（１組５名）
　⑵　面接委員の構成
　　　１組２名
　⑶　所要時間
　　　１組10分程度
　⑷　面接内容
　　ア　志望の動機
　　イ　中学校における学校生活
　　ウ　高校生活への抱負
　　エ　将来の進路志望
　　オ　その他
　⑸　評価の観点
　　ア　応答内容
　　イ　言葉遣い・態度・容儀　等
２　実技検査
　 　情報デザイン科を第２志望とす
る受検者には、情報デザイン科と
同じ実技検査を実施する。

　学力検査の得点（500点満点）の順位、調査書の評定の総計（135点満点）
の順位を基に下記のように群に分け、Ⅰ群、Ⅱ群、Ⅲ群の順に選抜する。
　選抜にあたっては、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒
像に照らして総合的に判断して選抜する。
・Ⅰ群… 学力検査と調査書の順位がともに一般選抜人員の100％以内にある

もの。
・Ⅱ群… 学力検査又は調査書のいずれかの順位が一般選抜人員の100％以内

にあるもの。
・Ⅲ群… 学力検査と調査書の順位がともに一般選抜人員の100％以内にない

もの。

特色化選抜（募集人員の15％）

１　各選抜資料の配点（合計750点）
　⑴　学力検査　  500点
　⑵　調査書　　　  230点
　　ア　教科の評定　  135点
　　イ　特別活動　　　　　　　最大　30点（生徒会活動、学級活動）
　　ウ　部活動等　　　　　　　最大　65点（入賞歴、活動歴）
　⑶　面接　  20点
２ 　上記１を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像
に照らして総合的に判断して選抜する。
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選　抜　方　法 面接及びその他の選抜資料等
１　各選抜資料の配点（合計450点）
　⑴　学力検査（100点満点）  200点
　　　得点を２倍とする。
　⑵　調査書　  230点
　　ア　教科の評定　  135点
　　イ　特別活動　　　　　　　最大　30点（生徒会活動、学級活動）
　　ウ　部活動等　　　　　　　最大　65点（入賞歴、活動歴）
　⑶　面接　　  20点
２ 　上記１を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像
に照らして総合的に判断して選抜する。

１　面接
　⑴　面接方法
　　　個人面接
　⑵　面接委員の構成
　　　１組２名
　⑶　所要時間
　　　１人４分程度
　⑷　面接内容
　　　入学者選抜と同じ
　⑸　評価の観点
　　　入学者選抜と同じ
２　実技検査
　 　情報デザイン科でも再募集があ
る場合、情報デザイン科を第２志
望とする受検者には、情報デザイ
ン科と同じ実技検査を実施する。
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